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対象・目的・内容
地域包括支援センターに配置している生活援助員が、高齢化率の高い公営住宅に居住する高齢独居又は高齢者夫婦
等の世帯を定期的に訪問し、相談・見守り支援体制を強化する。

事 業 概 要

高齢化率の高い公

度

営住宅に居住する高齢独居又は高齢者夫婦等の世帯
事業の対象
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高齢者の相談・見守り体制を強化する
事業の目的

（どういう状態

にするために)

地域包括支援センターに配置している生活援助員（ＬＳＡ）が、対

　

象地域の高齢者等を定期的に訪問等し、高齢者
事業の内容 の見守り、支援を行う。
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化する事業であり、今後は高齢化率の高い公営住宅だけではなく、その他の公営住宅で

評 地域とのつながりが低いところは訪問対象として事業の拡大を検討されたい。

説 明 　事業実施に当たっては現在専門員１名が活動して

事

いるが、業務の委託化について検討すべきである。また、訪問

価 頻度に違いはあるものの、在宅介護支援センターの活動内容と重複するものであり、地域での見守り活動（高齢者
見守り隊等）を含めた高齢者を見守る体制全

業

体を最適化する必要がある。
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　平成23年11月から高齢化の高い公営住宅の日野団地、24年度から板波町の旭ヶ丘団地の訪問をしている。
実績・成果

　

　高齢者の一人暮らしや、高齢者世帯に対し、定期的に訪問し、安否確認や相談を行っている。介護や医療の相談
に加え、日常生活全般に関する相談が多い。訪問対象者数や、訪問回数など年々増えてきている。

等 の 説 明
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．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 3
事 業 の 拡充

次 総合評価
　高齢化が進む中で、高齢化率の高い公営住宅

初

を訪問し相談、見守りを行うことは、安心な暮らしにつながる。今

評 後も訪問対象を広げ活動する。

説 明 　また、高齢化が進み単身世帯や高齢者夫婦世帯が増加する中で、高齢者の見守りネットワークにつながるよう事
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評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 3 実施主体の妥当性 2

２ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 3
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
　高齢者の見守り体制を強


